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○前期決算の特徴は、不良債権比率の大幅低下、連結

自己資本比率の1０％台乗せなど、課題であった財務の

　 健全化が目立って進んだことである。

○即ち、１９年３月末の不良債権比率は前期末の９．０％

　 から６．５％に低下し、中期経営計画の目標(６．８％）を

１年前倒しで達成した。不良債権比率は最近２年間で

半減、最悪期（１９．６％）比では１３．１％ポイントの低下

　 となった。

一方、自己資本比率は単体９．９％、連結１０．２％に

　 上昇し、１２年３月期以来７年ぶりに不良債権比率を

上回った。なお、最悪期（単体１．７％、連結２．２％）に

　 比べると８％ポイント前後の大幅上昇となった。

　　

○前期の営業についてみると、貸出は不良債権処理の

加速化などから減少した。預金や投信等の窓販もやや

低調に推移した。この間、有価証券の運用は若干増加

　 した。

○前期の損益についてみると、コア業務純益は貸出金利息

　 の減少を主因に５，９８０百万円と前期（６，３５６百万円）

を５．９％下回った。貸出金利息の減少は貸出金利の低下

も一因であるが、基本的には不良債権処理に伴う貸出残高

　 の減少が響いたものである。

　 しかし、不良債権処理費用が大幅に減少した（前期７１億円

　 → ５１億円）ことから、経常利益は１，５６５百万円と前期を

３３．５％上回った。これに伴い、純利益も１，６２０百万円と

　 前期を５２．２％上回った。

○今期の損益についてみると、不良債権処理費用がさらに

　 減少することから、経常利益は２８億円、純利益は３０億円

　 と大幅な増益が見込まれ、純利益は既往ピーク（昭和６３年

　 ３月期の２０億円）を更新する見通しである。

　

○配当については、前期は１株当り年１．５円を継続するが、

今期については財務内容の改善や純利益の増加傾向を

　 考慮し、年２．５円 に１円増配する予定である。

　

１．要約
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（単位：億円）

○預金は、１８年度中５０億円減少し、１９年３月末残高は５，８２１億円、前年比０．８％の減少となった。

○個人の資産運用手段の多様化、企業の資金効率重視といった動きがその背景にあると思われる。

（１）預金

前　年　度 前 年 比％

▲2 261 4,550 ▲0.1

▲28 ▲41 978 ▲2.8

2 ▲9 206 1.2

▲50 179 5,821 ▲0.8

流 動 性 ▲29 64 2,009 ▲1.4

定 期 性 ▲21 115 3,811 ▲0.5

一 般 法 人

地 公 体

そ の 他 と も 合 計

18年度中増減 19/3月末預金残高

個 人

２．営業

２



○１８年度中の窓販額は、投信の減少を主に、２１９億円と前年（２９２億円）を２５．０％下回った。

○１９年３月末の預り資産残高は７２３億円、前年比３１．１％の増加となった。

○なお、預金と預り資産を合わせてみると、１９年３月末残高は６，５４４億円と前年比１．８％の増加。

（単位：億円 ）

前  年　度 残高  前年比％

152 206 422 38.1

52 58 244 21.9

13 27 56 25.2

219 292 723 31.1

公 共 債

合 計

18年度中販売額 19/3末預り資産

投 資 信 託

個 人 年 金 保 険

（２）窓販・預り資産

＋窓販 資産残高  前年比％

201 5,709 3.6

290 5,999 5.0

424 6,423 7.0

121 6,544 1.8

１７年度

預金増減 　預金残高＋預り

１５年度

１６年度

１８年度

（単位：億円 ）

３



○貸出は、事業性の落込み、住宅ローンの増勢鈍化から１８年度中３７億円減少し、１９年３月末残高は

４，６５６億円、前年比０．７％の減少となった。

○なお、不良債権処理による債権売却５９億円（前年度１０７億円）、償却３５億円（同８２億円）を除いた

　 ベースでは５７億円の増加（前年度は１２２億円の増加）。

（単位：億円）

前　年　度 前年比％

26 64 1,282 2.0

うち住宅ローン 45 85 1,096 4.2

▲ 117 ▲ 117 3,116 ▲ 3.6

55 ▲ 7 247 28.6

▲ 37 ▲ 67 4,656 ▲ 0.7

地 公 体

そ の 他 と も合計

18年度中増減 19/3月末貸出残高

消 費 性

事 業 性

（３）貸出

４



○有価証券は、債券を中心に１８年度中３１億円増加し、１９年３月末残高は１，０３４億円、前年比３．１％

の増加となった。

○１９年３月末の有価証券評価損益は、株式含み益の減少から、ネット１億円の含み益となった（前年は

　　６億円の含み益）。

○この間、市場金利は上昇に転じたが、債券の含み損は１０億円にとどまった（前年は１５億円の含み損）。

　 これは当行保有債券が短中期債中心であるため。ちなみに修正デュレーション（債券に投資した資金の

平均回収期間）は１．９年と試算される。

前　年　度 前年比％ 前　年

債 券 39 303 858 4.8 ▲ 10 ▲ 15

株 式 ▲ 17 32 109 ▲ 14.0 1 20

投 信 10 ▲ 15 66 18.0 10 1

合 計 31 320 1,034 3.1 1 6

19/3月末残高18年度中増減 19/3月末評価損益

（４）有価証券

（単位：億円）

５



○コア業務純益（事業会社の営業利益に相当）は５,９８０百万円と前期（６，３５６百万円）を３７６百万円、

　 ５．９％下回った。

○これは、収入面で有価証券利息は増加したものの、貸出金利息が不良債権処理に伴う貸出残高の

　 落込みから３億円強減少したこと、費用面で営業経費は減少したものの、金利の上昇から預金利息

　 が３億円強増加したことによる。
（単位：百万円）

３．損益

（１）コア業務純益

19/3期 18/3期 前  期　比

15,926 16,020 ▲ 94

12,104 12,437 ▲ 333

1,320 1,059 261

2,417 2,485 ▲ 68

9,946 9,664 282

862 483 379

1,004 1,026 ▲ 22

7,911 7,983 ▲ 72

人件費 3,705 3,624 81

物件費 3,740 3,871 ▲ 131

5,980 6,356 ▲ 376

貸出金利息収入

有価証券利息配当金

受入手数料

預金利息

支払手数料

営業経費

コア業務純益             （A－B）

業務収益（コアベース）      A

業務費用（コアベース）      B

６



（２）経常利益・最終利益

○経常利益は１，５６５百万円と前期（１，１７２百万円）比３９３百万円、３３．５％の増益となった。

○純利益も１，６２０百万円と前期（１，０６４百万円）比５５６百万円、５２．２％の増益となった。

○これはコア業務純益の減少、株式売却益の減少にもかかわらず、不良債権処理費用が５，１０８

百万円と依然高水準ながら前期（７，１２７百万円）比大幅に減少したことが主因。

（単位：百万円）

19/3期 18/3期 前 期 比

5,980 6,356 ▲ 376

5,108 7,127 ▲ 2,019

一般貸倒引当金(△戻入) △ 1,272 96 ▲ 1,368

個別貸倒引当金 1,932 775 1,157

2,326 5,327 ▲ 3,001

2,103 928 1,175

742 1,587 ▲ 845

1,565 1,172 393

355 442 ▲ 87

354 440 ▲ 86

308 819 ▲ 511

148 715 ▲ 567

1,620 1,064 556

 コア業務純益

 不良債権処理費用

貸出金償却

貸出債権売却損

 特別損失

固定資産減損損失

 純利益

 株式売却益

 経常利益

 特別利益

償却債権取立益

７



　①ＲＯＡ【総資産利益率】
○コア業務純益ＲＯＡは０．９５％と、前期（１．０３％）比では若干低下したが、引続きまずまずの　
　 高水準を確保。

ＲＯＡ＝
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（コア業務純益、億円）
（ＲＯＡ、％）

コア業務純益

（３）収益力の動向

コア業務純益

総資産平残

８



○コア業務粗利益に占める営業経費の割合を示すＯＨＲは５６.９％と、前期（５５．６％）比では
　 若干上昇したが、引き続きまずまずの低水準を確保。
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１０４
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②ＯＨＲ【営業経費率】

７９

営業経費

コア業務粗利益（コア業務純益＋営業経費）

９



○預貸金利鞘は預金コスト（預金利回り＋経費率）が上昇
　 に転じた一方、貸出利回りが引き続き低下したことから
　 １．１１％（前期１．１９％）と若干縮小した。

0.81 0 .89
1 .06 1 .10

1 .19
1 .11

2 .97 2 .97 2 .87
2 .75 2 .69 2 .64

2 .16
2 .08

1 .81
1 .65

1 .50 1 .53

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

14/3月期 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3

　（％）

貸出利回り

預貸金利鞘

預金コスト

③利鞘

○有価証券等を含めた総資金利鞘も０．７８％　
　 （前期０．８８％）と若干縮小した。

0.41

0 .68 0 .65

0 .88
0 .79 0 .78

2 .58

2 .77

2 .47 2 .45 2 .39 2 .32

2 .17
2 .09

1 .82
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14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3

（％）

資金運用利回り

資金調達原価

総資金利鞘
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④手数料ビジネス（非金利収入）

15.2
13.8

12.0

9.4
8.6

15.1

5

10

15

20

14/3月期 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3

非金利収入比率

非金利収入

(役務取引収益)

A

総収入

(※業務収益)

B

非金利

収入比率

A /  B

１４/３期 1,641 19,024 8.6%

１５/３期 1,599 16,890 9.4%

１６/３期 1,811 15,075 12.0%

１７/３期 2,247 16,229 13.8%

１８/３期 2,485 16,296 15.2%

１９/３期 2,417 15,954 15.1%

(単位:百万円)

※業務収益＝役務取引収益+資金運用収益+その他業務収益

○窓販手数料等の非金利収入が収入全体に占める比率は１５．１％とほぼ前期並となった。

％

１１
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（1）やや長い目でみた動向
　　○不良債権比率が大幅に低下する一方、自己資本比率は着実に向上し、財務内容は健全化。
　　 ○自己資本比率と不良債権比率は平成１２年３月期以来７年ぶりに逆転。

４.　財務

不良債権比率 ＝
総与信額

不良債権

自己資本比率 ＝
自己資本

リスクアセット

12/3月期 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3

%
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（２）不良債権（金融再生法開示基準）

○１９年３月末の不良債権は３０７億円と前年（４２７億円）比１２０億円の大幅減少。

○不良債権比率（総与信に占める不良債権の比率）も６．５％（前年９．０％）に低下し、最近２年間で　
　 ほぼ半減(１３．２％→６．５％）。　　　 　
　　

○ピーク時に比べると、不良債権は１，０４３億円から３０７億円に７０．５％の減少、不良債権比率は
１９．６％から６．５％に１３．１％ポイントの低下となった。

要管理

債権
危険債権

破産更生

等債権

1,043 321 523 198 4,341 5,384 19.3

958 307 479 171 3,926 4,884 19.6

633 96 420 116 4,164 4,797 13.2

427 87 216 123 4,309 4,736 9.0

307 45 165 96 4,393 4,701 6.5

前年比 ▲ 120 ▲ 42 ▲ 51 ▲ 27 84 ▲ 35 ▲2.5

ピーク比 ▲ 736 ▲ 276 ▲ 358 ▲ 102 52 ▲ 683 ▲13.1

    17/3

    18/3

    19/3

Ｃ＝Ａ＋Ｂ

総与信

Ａ／Ｃ

不良債権

比率％

13/9月末

    14/9

A

不良債権

Ｂ

正常債権

　（単位：億円）

１３



　○１８年度中の不良債権の減少は主として償却､売却及び回収によるもの。

　○正常債権への上方シフトが依然少ない一方、正常債権から不良債権への下方シフトは依然多く、

　　 取引先中小企業の業況はなお厳しいように思われる。

(単位：億円）

（単位：億円）　　○不良債権に対する保全率は８６．０%に達している（１９年３月末）。

担保・保証 引当金

破 産 更 生 等 債 権 96 96 90 6 100.0

危   険   債   権 165 145 90 55 87.8

要  管  理  債  権 45 23 13 10 51.1

      合         計 307 265 194 71 86.0

保全額
Ｂ

保全率％
Ｂ/Ａ

債権額
Ａ

正常債権への
上方シフト

正常債権からの
下方シフト

償却 売却  返済 回収

17/3月期 ▲ 93 ▲ 32 48 ▲ 62 0 ▲ 47

　 18/3月期 ▲ 206 ▲ 15 49 ▲ 82 ▲ 107 ▲ 51

   19/3月期 ▲ 120 ▲ 15 42 ▲ 35 ▲ 59 ▲ 53

不良債権
増減額

１４



○業種別にみると、不良債権比率が高いのはサービス業、不動産業、小売業、卸売業、 建設業　
　 となっている（１９年３月末現在）。

構成比%

不良債権残高

B 構成比%

２１

３４

０

８

１３

３６

０

５０

１１２

０

２８

３０７

製造業 ３４５ ７．３ ６．８ ６．０

建設業 ３９３ ８．３ １１．０ ８．６

情報通信業 ２４ ０．５ ０ －

運輸業 １２５ ２．６ ２．６ ６．４

卸売業 １２８ ２．７ ４．２ １０．１

小売業 ３０２ ６．４ １１．７ １１．９

金融・保険業 ３９３ ８．３ ０ －

不動産業 ３８７ ８．２ １６．２ １２．９

サービス業 ８１５ １７．３ ３６．４ １３．７

地方公共団体 ２７７ ５．８ ０ －

個人 １，５１２ ３２．１ ９．１ １．８

その他とも合計 ４，７０１ １００．０ １００．０ ６．５

業　　種
　与信残高　

Ａ

不良債権　
　　比率　％

B/A

（単位：億円）

１５



（３）自己資本（ＢＩＳ国内基準）

○自己資本比率（リスクアセットに対する自己資本の比率）は単体９．９２％、連結１０．２１％に上昇。

　 －自己資本は、新株予約権付社債（４５億円）の発行を主に、３５３億円と前期比４８億円の増加。

　　－リスクアセットは、オペレーショナルリスクの算入から、３，５６０億円と前期比１９億円の増加。

○１３年９月末のボトム時に比べると８％ポイント前後の上昇。なお、当行は公的資金や大手行等の

　　 支援を受けておらず、この間の自己資本増強は全て自己努力(市場調達と最終利益の内部留保）

　 によるもの。

　　（参考）資本の外部調達－ １４年３月増資 １４６億円、１６年９月新株予約権付社債 ２０億円、

　　　　　　 １７年３月劣後社債 ４５億円、１８年９月永久劣後特約付新株予約権付社債 ４５億円。

連  結

自己資本 リスクアセット 自己資本比率 自己資本比率

　  73億円     4,261億円     1.71%    2.26%

218      3,959 　　 5.52     5.59

297      3,705 　 　8.04     8.19

305 　   3,541 　   8.62     8.87

353 　   3,560      9.92    10.21

前期比       48          19      1.30     1.34

ボトム比 280       ▲701      8.21     7.95

        17/3末

        18/3末

        19/3末

単　　　　　体

ボトム（13/9末）

        14/3末
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　（単位：億円）

○１９年３月末の自己資本の内訳をみると、ＴｉｅｒⅠ　　
　 （基本的項目だけでみた自己資本比率）は７．１９％
　　に上昇（前期６．２５％）。

○繰り延べ資産は５８億円で、ＴｉｅｒⅠに占める比率は

　　２２．５％となっている（前期２５．１％）。

１９／３末 １８／３末 前期比

基本的項目（ＴｉｅｒⅠ） 256 221 34

うち繰延税金資産 58 58 0

補完的項目（ＴｉｅｒⅡ） 97 85 12

うち一般貸倒引当金 22 22 0

     負債性調達 67 55 12

　　　　　　－ 1 ▲ 1

353 305 48

控除項目

自 　己　資　本

自己資本の内訳

○リスクアセットの内訳をみると、算出方法の変更に伴 　
　 い、貸出関係のリスクが減少した一方、新たにオペレ

ーショナルリスク（事務リスク）が対象に加わったこと
から、リスクアセット全体では前期比１９億円の増加。

１９／３末 １８／３末

（バーゼルⅡ） （バーゼルⅠ）

信用リスク 3,293 3,541 ▲ 248

うち貸出 2,835 3,037 ▲ 202

　　 有価証券 195 173 22

オペレーショナルリスク　（注） 266 　　　　　　－ 266

3,560 3,541 19

前期比

リ ス ク ア セ ッ ト

　（単位：億円）

（注）基礎的手法（１年間の業務粗利益×１５％）を採用。

リスクアセットの内訳
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○なお、銀行勘定に係る金利リスク量をみると、１９年３月末現在４５億円、自己資本 （３５３億円）の１２．７％と
　 なっており、いわゆるアウトライヤー基準における目安（２０％）の範囲内に収まっている。

資産（Ａ） ▲ 88

うち貸出金 ▲ 74

　　有価証券 ▲ 13

負債（Ｂ） 52

うち定期預金 28

　　要求払預金 22

オンバランス計（Ａ＋Ｂ） ▲ 36

金利スワップ受け ▲ 13

金利スワップ払い 4

▲ 45　　　　　合　　計

（単位：億円）

金利リスク（１９年３月末） （参考）

アウトライヤー基準とは、標準的な金利ショックが生じた場合の

銀行勘定（金利リスクを有する資産負債及びオフバランス取引）

の経済価値の低下額を金利リスク量として捉え、それが自己資本

の２０％を超えるかどうかという基準。当行は、金利ショック量の

算出方法としてパーセンタイル値による金利ショックを採用。

なお、新ＢＩＳ規制（バーゼルⅡ）全体の枠組みは次のとおり。

　第１の柱　（最低所要自己資本比率）－国内基準行では４％
　　　　　　　　以上必要。行政対応として早期是正措置が用意
　　　　　　　　されている。

　第２の柱　（銀行の自己管理と監督上の検証）－第1の柱で

　　　　　　　　は十分捉えきれない銀行勘定の金利リスクや　
　　　　　　　　信用集中リスクが主な対象。 行政対応として早

　　　　　　　　期警戒制度が用意されている。

　第３の柱　（市場規律）－情報開示の充実が基本。
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５．今期の業績予想

○コア業務純益はこれまでの不良債権処理に伴う貸出残高の落込みもあり横這い程度ながら、　
　 不良債権処理費用がさらに減少することから、経常利益は２８億円、純利益は３０億円と大幅な
　 増益となり、純利益は既往ピーク（昭和６３年３月期２０億円）を更新する見通し。

○配当については、１９年３月期は１株当り年１．５円を継続する（６月の定時株主総会に付議）が、
　 ２０年３月期は財務内容の改善や純利益の増加傾向を考慮し、年２．５円に１円増配する予定。

17/3月期 18/3月期 19/3月期 20/3月期

実績 実績 実績 予想

経 常 収 益 17,761 18,377 16,955 17,000

経 常 利 益 415 1,172 1,565 2,800

純 利 益 1,121 1,064 1,620 3,000

経 常 収 益 20,882 21,400 20,102 20,100

経 常 利 益 720 1,303 1,811 2,900

純 利 益 1,119 1,062 1,509 3,000

年1.5円 年1.5円 年1.5円 年2.5円１株当り配当

単
体

連
結

（単位：百万円）
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設 　 　 　 　 　 立 大正１１年１１月２７日

本 店 所 在 地 福島市万世町２番５号

時 価 総 額 　　３２５億円

株 主 数 １６，４０１名（個人１５，０３８、法人等１，３６３）

役 員 数 ９名（取締役４　監査役３　執行役員２）

資 　 　 本 　 　 金 　　１７２億円

総 　 　 資 　 　 産 ６，２６４億円

預 　 　 　 　 　 金 ５，８２１億円

貸 　 　 出 　 　 金 ４，６５６億円

自 己 資 本 比 率 単体９．９％　　連結１０．２％

従 　 業 　 員 　 数 ５４３名（男性４２６名　女性１１７名）

店 　 　 舗 　 　 数 ５９店舗（支店５２　出張所７）

会社概要（平成１９年３月末現在）

【１】強い銀行

【２】親切で便利な銀行

【３】透明性の高い銀行

３大ビジョン

福島銀行のプロフィール

（付）

２０



役員一覧（１９年５月２２日現在）

氏　　名 備　　考

取締役社長 紺野　邦武 内部監査担当

専務取締役 鎌田　秀美

菅野　則夫

和知　 昭

大森　正義

吉田　利明

佐藤　理幸

安斎　利昭

三部　久夫

営業、資金繰、財務広報
担当

常務取締役
管理、不良債権、人事管財
担当

取締役 郡山支店長委嘱

常務執行役員 営業店営業担当

執行役員 本店営業部長委嘱

常勤監査役 社内監査役

社外監査役

(非常勤) 弁護士

社外監査役

(非常勤)
公認会計士

リータ゛ー 担当業務

山﨑　英夫

箭内　貴志

佐藤　健市

白石　敏次

齋藤　郁雄

吉原　和子

星　 昌吾

鈴木　弘志

遠藤　久志

須藤　晃秀

大井川恵一

営業店営業、企業支援

業務の調査研究、開発

証券・保険の窓販

営業店事務、ＩＴ

資金繰、市場営業

株主・株式、財務、広報、秘書

リスク管理、資産査定

信用リスク管理、再生支援

内部統制、コンプライアンス

人事、人材育成、管財、地域貢献

リスク管理チーム

与信管理チーム

内部管理チーム

　 総務チーム

内部監査

営業支援チーム

営業企画チーム

証券保険チーム

営業事務チーム

市場営業チーム

財務広報チーム

　 監査チーム

本部一覧（１９年５月２２日現在）
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店舗名 営業店長 電話番号

本店営業部 吉田 利明 ０２４－５２５－２９１１
浜田出張所  熊坂 光幸 ０２４－５２１－６１７７
渡利出張所 中井 智 ０２４－５２３－３３４１
山下町出張所 鈴木 学 ０２４－５３１－５３１１
泉出張所 作田 潤一郎 ０２４－５５９－１２３１
福島西支店 久能 敏光 ０２４－５３４－７１５８
福島北支店 上野 芳秀 ０２４－５５３－５５６１
福島南支店 大沼 俊雄 ０２４－５４５－３１１１
蓬莱出張所 小枝 政之 ０２４－５４８－６３３１
笹谷支店 宮崎 浩行 ０２４－５５８－１１３５
岡部支店 手代木 巧成 ０２４－５３１－８０８１
大森支店 小石沢 好勝 ０２４－５４６－５９１１
八島田支店 後藤 秀之 ０２４－５５８－６００１
飯坂支店 瀬谷 照雄 ０２４－５４２－３２５１
保原支店 鈴木 光栄 ０２４－５７５－３１０１
桑折支店 小野 健一 ０２４－５８２－２２０７
川俣支店 長谷川 正人 ０２４－５６５－２２１１
二本松支店 中村 国興 ０２４３－２２－２１５１

郡山支店 和知 昭 ０２４－９３２－１５００
本宮支店 佐久間 行英 ０２４３－３４－３１６１
芳賀支店 阿部 正文 ０２４－９５６－０１８８
希望ヶ丘支店 新田 廣行 ０２４－９５１－６４００
大槻支店 二瓶 健 ０２４－９５１－８５００
郡山北支店 小野 英典 ０２４－９３４－０１５５
開成出張所 　 猪股 徹也 ０２４－９２１－０３０１
富久山支店 富山 浩明 ０２４－９３４－１６２０
菜根支店 佐藤 善範 ０２４－９２３－４５００
安積支店 安達 英範 ０２４－９４５－５５３０
荒井支店 半沢 健一 ０２４－９４６－１８５０

県
北

県
中

営業店一覧(１９年５月２２日現在）

店舗名 営業店長 電話番号

富田支店 星　宗一 ０２４－９５２－３９２２
須賀川支店 高野 俊哉 ０２４８－７５－２１５８
須賀川西支店 熊坂 利秀 ０２４８－７２－８８５５

矢吹支店 原田 信一 ０２４８－４２－３９１１
白河支店 千葉 輝人 ０２４８－２４－１３１１
船引支店 古川 次男 ０２４７－８２－１１５１
石川支店 酒井 広則 ０２４７－２６－２１２７
棚倉支店 渡辺 吉信 ０２４７－３３－２２１１
東舘支店 小貫 博市 ０２４７－４６－３１４１

会津支店 吉田 直人 ０２４２－２６－６３１１
一箕支店 渡辺 忠夫 ０２４２－２５－４７３３
門田支店 前野 博之 ０２４２－２８－５１３１
猪苗代支店 長谷川 茂樹 ０２４２－６２－２０５４
坂下支店     佐藤 修一 ０２４２－８３－２６５１
喜多方支店 高田 昭一 ０２４１－２２－２１６３

相馬支店 佐藤 明則 ０２４４－３５－２１６１
原町支店 山崎 光 ０２４４－２３－２１５８
浪江支店 上野 裕之 ０２４０－３４－３１８１
富岡支店 芳賀 良栄  ０２４０－２２－２１６１
四倉支店 林 昭夫 ０２４６－３２－４１５１
平支店 古市 徳三郎 ０２４６－２３－３３３１
平東出張所 及川 清栄 ０２４６－２１－５４１１
内郷支店 葛西 宏一 ０２４６－２６－２０６１
湯本支店 高萩 文彦 ０２４６－４２－２１３８
小名浜支店 稲村 修 ０２４６－５３－４１０１
植田支店 宍戸 康宏 ０２４６－６２－２１５１

仙台支店 斎藤 勇 ０２２－２２３－８１９１
黒磯支店 今村 正弘 ０２８７－６２－１６２５
水戸支店 和田 牧夫 ０２９－２２４－５６０６
大宮支店 山口 啓二 ０４８－６４３－２８３０

浜
通
り

県
外

県
南

会
津

県
中

（参考）１９年６月浜田出張所は山下町出張所と統合、１９年７月坂下支店は会津支店と統合、１９年７月希望ヶ丘支店は開成出張所と統合（開成支店）、
　　　　 ２０年秋　郡山支店は郡山北支店と統合（郡山営業部）の予定。

　　　　以上　　　
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